
大

久

保

利

通

の

国

制

改

革

構

想

―

明

治

六

年
二

〇

月

政

変

直

後

に

お

け

る
―

は

じ

め

に

明
治
六
年

一
〇
月
政
変
前
後
に
お
け
る
政
府
内
部
の
立
憲
政
体
導
入
構
想
の

一
つ
に
大
久
保
利
通
の
そ
れ
が
あ
り

Ｔ
）、
こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
別
途
検
討

を
試
み
て
い
る
（２
）。
と
こ
ろ
で
、
右
の
大
久
保
意
見
書
は
、
三
つ
の
部
分
か

ら
な

っ
て
お
り
、
第

一
の
部
分
は
、
既
論
の

「
国
憲
」
制
定
の
提
議
で
あ
る
。

そ
れ
に
続
い
て
、
将
来
の

「国
憲
」
制
定
を
に
ら
ん
だ
現
行
の
大
政
官
職
制
の

改
正
案
と
、
将
来
制
定
さ
れ
る
べ
き

「国
憲
」
の
大
綱
と
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

そ
の
第
二
、
第
三
の
部
分
に
検
討
を
加
え
、
立
憲
政
体
導
入
に
よ
る
大
久
保
の

国
制
改
革
構
想
に
関
す
る
考
察
を
仕
上
げ
て
い
き
た
い
。

一　

太
政
官
職
制
の
改
正
案

太
政
官
職
制
の
改
正
案
で
は
ま
ず
、
意
見
書
の
第

一
部
分
の
そ
れ
よ
り
も
や

や
詳
し
く

「
政
府
ノ
体
裁
」
に
つ
い
て
概
論
し
て
い
る

（３
）ｏ

治
国
ノ
道
タ
ル
其
政
府
ノ
体
裁

二
於
テ
ハ
各
其
国
古
来
ノ
風
習
人
情

二
従

ヒ
或

ハ
立
君
独
裁
或

ハ
君
民
共
治
或

ハ
共
和
政
治
等
ノ
異
ナ
ル
ア
リ
ト
雖

国
中
百
端
ノ
事
務
ヲ
議
定
施
行
ス
ル
ニ
至
テ
ハ
必
ス
独
立
不
覇
ノ
権
ヲ
有

ス
ル
処
有
テ
以
テ
断
然
之
ヲ
行
フ
ニ
非
レ
ハ
衆
論
百
出
異
説
紛
々
終

二
定

基
ナ
ク
人
々

一
己
ノ
私
論

ヲ
主
張
シ
着
手
方
向
ヲ
裁
り
施
行
順
次

ヲ
失
ヒ

進

マ
ン
ト
欲
シ
テ
退
キ
急
ナ
ラ
ン
ト
欲
シ
テ
緩
ナ
ル
ノ
弊
ヲ
生
シ
国
政
不

振
基
礎
不
立
ノ
憂
ヲ
致
ス

「
政
府
ノ
体
裁
」
は
、
「
風
習
」
と

「人
情
」
に
よ

っ
て
、
「立
君
独
裁
」

・

「
君
民
共
治
」

。

「
共
和
政
治
」
に
分
か
れ
る
が
、
国
政
事
務
の
審
議
や
実
施

に
つ
い
て
の
基
準
を
設
け
て
お
か
な
い
と
、
議
論
の
収
拾
が
つ
か
ず
、
施
策
を

奥

田

晴

樹

適
切
に
実
施
で
き
な
い
弊
害
を
生
み
、
国
政
の
不
振
、
そ
し
て
動
揺
を
ま
ね
く
。

そ
も
そ
も
、
こ
の

″三
種
の
政
体
″
と
は
如
何
な
る
も
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下

の
如
く
説
明
す
る
（４
）ｏ

①
立
君
独
裁
―
―
立
君
独
裁
ト
ハ
則
国
二
従
来
ノ
定
法
ナ
ク
只
国
君
ノ
意
以

テ
之
レ
カ
国
法
卜
為
り
其
君
権
定
限
ナ
キ
者
ヲ
云

②
君
民
共
治
―
―
君
民
共
治
ト
ハ
従
来
ノ
定
規
二
従
ヒ
君
民
ノ
間
各
其
権
限

ヲ
定
メ
以
テ
法
ヲ
立

ツ
君
主
之
レ
ニ
因
リ
テ
自
ラ
国
政
ヲ
理
ム
ル
モ
ノ

（
「云
」
欠
力
）

ヲ

③
共
和
政
治
―
―
共
和
政
治
秋
訳
嗜
ず
」ムヽ
″
二
至
ツ
テ
ハ
人
民
相
共
二
カ
ヲ
尽

シ
以
テ
法
憲
ヲ
定
メ
定
ム
ル
所
ノ
法
憲

二
従
テ
国
政
ヲ
理
ム
ル
ノ
人
ヲ
撰

ヒ
之
レ
ヲ
シ
テ
国
務
ヲ
奉
行
セ
シ
ム
ル
是
レ
也

用
語
的
に
は
、
福
沢
諭
吉
の

「立
君
独
裁
」
や

「共
和
政
治
」
を
用ヽ
い
て
い

る
が
（５
）、
後
者
は
、
加
藤
弘
之
の

「万‐
民‐
共
治
」
（６
）
に
近
い

「人
民
共
治
」

の
方
が
適
切
な
表
現
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

こ
れ
ら

″三
種
の
政
体
″
は
、
い
ず
れ
も
、
国
政
の
決
定

。
施
行
の
基
準
―

―
権
原
と
手
続
き
が
確
定
し
て
い
る
（７
）ｏ

雖
然
各
其
不
覇
独
立
ノ
権
勢
ヲ
有
ス
ル
所
在
テ
百
端
ノ
国
政
ヲ
裁
決
施
行

ス
ル
ノ
意
二
至
テ
ハ
則

ハ
チ

一
ナ
リ
故

二
立
君
独
裁
ノ
国
ハ
君
意
ヲ
以
テ

確
然
不
可
犯
者
ト
シ
君
民
共
治
人
民
共
治
ノ
国
二
於
テ
ハ
定
憲
定
法
ヲ
以

・工
確
乎
不
抜
ノ
者
ト
ス

そ
の
点
、
わ
が
政
体
の
現
状
は
、
右
の
三
政
体
を
混
合
し
た
よ
う
な
も
の
に

な

っ
て
お
り
、
「
国
風
」
と

「時
勢
」
に

一
応
適

っ
て
い
る
か
に
み
え
る
が
、

弊
害
が
な
い
わ
け
で
も
な
い
（８
）ｏ

今
我
力
政
体
ヲ
察
ス
ル
ニ
自
ラ
此
三
者
ヲ
勘
酌
折
哀
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
能

ク
国
風
二
応
シ
時
勢
二
適
ス
ル
ニ
似
タ
リ
ト
雖
モ
然
レ
ト
モ
実
際
二
臨
テ
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尚
ホ
適
切

ニ
シ
テ
以
テ
弊
ナ
シ
ト
セ
サ
ル
者
ア
リ

そ
の
弊
害
は
、
命
令
を
出
す
と
こ
ろ

（正
院
内
閣
）
に
実
権
が
な
く
、
し
か

も

（各
省
な
ど
の
諸
官
庁
が
競

っ
て
施
策
を
打
ち
出
す
た
め
）
実
質
的
な
命
令

の
出
所
が

一
つ
で
な
く
、
手
足
が
頭
の
言
う
こ
と
を
聞
か
ず
、
バ
ラ
バ
ラ
に
動

い
て
い
る
こ
と
を

一
因
と
す
る
（９
）ｏ

其
故
何
ソ
ヤ
命
令
ノ
出
ル
処
実
権
ナ
ク
叉
随
テ

一
ナ
ラ
サ
ル
ニ
因
ル
ナ
リ

之
ヲ
人
身

二
喩

フ
ル
ニ
手
足
動
モ
ス
レ
ハ
恣

二
其
好
ム
所
ヲ
行
ヒ
其
欲
ス

ル
所

二
趨
ル
カ
如
ク
既

二
其
主
宰
ヲ
失
テ
気
脈
相
通
セ
ス
首
尾
相
応
セ
サ

ル
カ
如
シ

こ
こ
で
も
大
久
保
の
念
頭
に
あ
る
危
惧
は
、
前
述
し
た
明
治
六
年
五
月
―
―

一
〇
月
政
変
の

一
因
―

‐諸
官
庁
の
競
争

・
対
立
と

「有
司
檀
断
」
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
彼
が
改
正
案
に
盛
り
込
ん
だ
そ
の
対
策
は
、
従
来
、
各
省
な
ど
の
政

策
調
整
機
能
を
期
待
し
て
設
置
さ
れ
な
が
ら
、
有
効
に
機
能
し
て
い
な
か

っ
た

右
院
の
再
編
成
を
軸
と
す
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
右
院

（１０
）
の
長
を
太

政
大
臣
と
し
、
参
議
も

一
部
省
卿
を
兼
ね
て
こ
れ
に
加
わ
り
、
こ
こ
で
の
議
定

を
み
た
も
の
の
み
を
正
院
で
の
決
裁
に
ま
わ
す
こ
と
と
し
、
太
政
大
臣
と

い
え

ど
も
評
議
で
の
議
定
を
経
ざ
る
も
の
を
独
断
で
上
奏
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な

い
よ
う
に
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
あ
る
（Ｈ
）ｏ

右
院

ハ
　
天
皇
陛
下
太
政
大
臣
左
右
大
臣
参
議
及
諸
省
ノ
卿

ニ
シ
テ
参
議

タ
ル
者

二
特
任
シ
テ
諸
法
案
及
事
務
ノ
当
否
ヲ
商
議
シ
定
論
ヲ
立
テ
シ
メ

太
政
大
臣
ョ
リ
之
ヲ
奏
上
セ
シ
ム
ル
所
ナ
リ
若
シ
最
重
大
ナ
ル
事
件
ヲ
商

議
ス
ル
ニ
当
リ
テ
ハ
時
機

二
依
テ
　
天
皇
陛
下
親
臨
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

諸
奏
事
及
諸
般
ノ
布
令
等
皆
ナ
已
二
右
院
ノ
判
決
ヲ
経
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
太

政
大
臣
卜
雖
モ
決
シ
テ
直
チ
ニ
奏
上
允
裁
ヲ
受
ケ
奉
行
ス
ル
コ
ト
能

ハ
ス

し
か
も
、
こ
の
右
院
で
の
評
議
結
果
に
つ
い
て
は
、
参
加
者
の
連
帯
責
任
制

を

と

る

（１２
）ｏ

凡
ソ
諸
般
ノ
事
務
二
於
テ
列
坐
相
共
モ
ニ
商
議
判
決
シ
鈴
印
シ
テ
同
意
ヲ

表
ス
ル
上
へ
其
事
務
ノ
主
任
誰
レ
タ
ル
ヲ
論
セ
ス
連
印
ノ
員

ハ
皆
ナ
均
ト

シ
ク
其
責
二
任
ス
ヘ
シ

も
し
こ
の
改
正
案
ど
お
り
に
な
れ
ば
、
正
院
内
閣
と
各
省
の
間
に
岨
断
を
生

ず
る
よ
う
な
事
態
は
回
避
で
き
る

一
方
、
参
議
が
省
卿
を
兼
ね
る
こ
と
が

一
般

か
つ
常
態
化
し
た
明
治
六
年

一
〇
月
政
変
後
の
状
況
の
下
で
は
、
右
院
が
機
能

と
人
的
構
成
の
両
面
で
正
院
内
閣
と
同
質
化
し
、
正
院
内
閣
と
し
て
独
自
の
機

能
を
は
た
す
場
面
は
、
専
ら
左
院
と
の
関
係
の
み
と
い
う
こ
と
の
な

っ
た
で
あ

ろ
う
。
実
際
に
は
、
こ
の
改
正
案
は
陽
の
目
を
見
な
か

っ
た
が
、
大
久
保
が
右

院
に
期
待
し
た
機
能
は
、
参
議
＝
省
卿
兼
任
体
制
の
下
で
、
正
院
内
閣
に
よ

っ

て
担
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

も

っ
と
も
、
大
久
保
が
そ
う
な
る
こ
と
に
、
こ
の
意
見
書
の
時
点
で
気
づ
い

て
い
な
か

っ
た
と
も
思
わ
れ
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
正
院
内
閣
と
の
二
重

化
を
承
知
の
上
で
、
右
院
に
内
閣
機
能
を
付
与
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
権
力
分

立
の
発
想
に
立
ち
、
右
院
に
行
政
機
関
の
統
合
機
能
を
求
め
た
た
め
で
は
な
か

ろ
う
か
。
さ
す
れ
ば
、
左
院
と
の
関
係
が
問
わ
れ
て
こ
よ
う
。
改
正
案
で
は
左

院
は
以
下
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る

■
）ｏ

左
院

ハ
諸
立
法
ノ
事
ヲ
議
ス
ル
所
ナ
リ

た
し
か
に
、
左
院
は
立
法
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
問
題
は
、

立
法
の
単
独
権
限
の
有
無
と
、
議
員
の
性
格
で
あ
る
。

法
令
の
新
設

・
改
定
や
、
法
令
に
未
規
定
の
事
項
の
判
断
は
す
べ
て
左
院
の

評
議
に
付
さ
れ
る
。
ま
た
左
院
は
立
法
発
議
権
も
も

つ
が
、
右
院
に
回
付
さ
れ

ね
ば
な
ら
な

い
（１４
）Ｏ

新

二
制
度
条
例
ヲ
創
立
シ
或

ハ
従
来
ノ
成
規
定
則
ヲ
増
損
改
革
シ
及
例
規

ナ
キ
事
件
ヲ
新

二
考
定
ス
ル
等
惣
テ
局
中
ノ
衆
論
ヲ
尽
シ
自
カ
ラ
建
議
シ

或

ハ
左
院
ノ
下
議

二
依
テ
草
案
ヲ
起
シ
之
ヲ
議
定
シ
鈴
印
ノ
上
之
ヲ
議
長

二
呈
シ
テ
右
院

二
出
ス
ヘ
シ

右
院
に
回
付
さ
れ
た
法
令
案
は
、
右
院
で
議
定
さ
れ
ね
ば
、
正
院
に
回
付
さ

れ
ず
、
陽
の
目
を
見
る
こ
と
は
な

い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
左
院
に
は
、
立
法
に
関
す
る
評
議
権
は
あ
る
が
、
裁
決
権
は
な
い

の
で
あ
る
（１５
）ｏ

左
院

ハ
立
法
ノ
主
務

二
付
充
分
擬
議
ス
ル
ノ
権
ア
リ
ト
雖
モ
裁
決
ノ
権

ハ

固
ョ
リ
有
ス
ル
能

ハ
ス

た
だ
、
右
院
で
議
定
さ
れ
た
法
令
案
は
、
左
院
で
議
定
を
み
な
い
限
り
、
た
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と
え
太
政
大
臣
の
裁
可
を
得
た
も
の
で
も
、
公
布

・
施
行
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
（１６
）ｏ
本
院
ノ
議
論
ヲ
経
本
院
ノ
鈴
印
有
ル
者

二
非
サ
レ
ハ
直
チ
エ
右
院

二
於
テ

談
判
シ
太
政
大
臣

二
呈
シ
仮
令
之
力
允
裁
ヲ
受
ク
ル
ト
雖
モ
決
シ
テ
奉
行

ス
ル
コ
ト
能

ハ
サ
ル
者
ト
ス

問
題
は
、
右
院
か
ら
回
付
さ
れ
た
議
案

の
う
ち
、
正
院
が
ど
の
範
囲
の
も
の

を
該
当
す
る
と
し
て
左
院
に
回
付
す
る
か
で
あ
る
。
改
正
案

の
文
面
か
ら
は
、

か
な
り
広
範
囲
の
も
の
を
想
定
し
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
が
、

い
か
が
で
あ

ろ
う
か
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
立
法
の
単
独
権
限
は
な
い
も
の
の
、
左
院
は
行
政
機
関

で
あ
る
右
院
に
対
す
る

一
応
の
チ

ェ
ッ
ク
機
能
を
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て

い
た
と
言

っ
て
よ
か
ろ
う
。

次
に
、
議
員
に
つ
い
て
は
こ
う
規
定
さ
れ
て
い
る
，
）Ｏ

左
右
大
臣
或

ハ
参
議
ノ
中
チ
ョ
リ
之
レ
カ
議
長
ト
ナ
ル
ヘ
シ

一
等
二
等
云
々
ハ
諸
立
法
ノ
議
事

ヲ
掌
ト
ル

太
政
大
臣
を
除
く
正
院
内
閣
の
メ
ン
バ
ー
の
中
か
ら
議
長
を
出
す
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
議
員
は
、
立
法
の
議
事
を
職
掌
と
す
る
官
員
で
あ
り
、
等
級
で
区

分
さ
れ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
議
員
は
、
「
平
常
」
と

「格

外
」
に
分
け
ら
れ
、
後
者
は
議
案
に
関
係
す
る
当
該
省
の
輔

・
丞
の
中
か
ら
選

任
さ
れ
る
（１８
）Ｏ

議
員

ハ
平
常
卜
格
外
ト
ノ
両
員
ア
ル
ヘ
シ
平
常
ノ
員

ハ
常

二
此
局

二
奉
事

ス
ル
者
ヲ
云
格
外
ノ
員

ハ
諸
省
輔
丞
ノ
内
ョ
リ
撰
択
シ
其
省
ノ
任
務

二
関

ス
ル
事
件

二
付
法
案

ヲ
起
ス
コ
ト
有
ル
ト
キ

ハ
常

二
出
仕
参
与
ス
ヘ
シ

「格
外
」
は
、
機
能
的
に
は
い
わ
ゆ
る
政
府
委
員
と
同
様
の
も
の
と
み
て
よ

い
だ
ろ
う
が
、
評
議
権
に
つ
い
て

「平
常
」
と
と
く
に
区
別
す
る
規
定
は
設
け

ら
れ
て
お
ら
ず
、
同
等
の
権
限
を
も

つ
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

か
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
左
院
と
右
院
の
関
係
は
、
た
し
か
に
権
力
分
立
の

発
想
に
従

っ
て
、　
一
応
の
チ
ェ
ツ
ク

・
ア
ン
ド

・
バ
ラ
ン
ス
の
機
能
を
も

つ
立

法
機
関
と
行
政
機
関
の
そ
れ
だ
と
は
言
え
る
も
の
の
、
官
僚
と
い
う
共
通
土
俵

の
上
に
成
立
し
た
そ
れ
で
あ
る
こ
と
を
見
落
と
す
わ
け
に
は
い
く
ま
い
。

従
前
の
研
究
視
角
で
は
、
民
撰
議
院
を
到
達
点
と
し
て
そ
こ
に
い
た
る
途
上

に
こ
れ
を
位
置
づ
け
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
大
久
保
の
企
図
が
那

辺
に
あ

っ
た
か
を
確
認
す
る
こ
と
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。
明
治
六
年
政
変
は
、

統
治
集
団
の
中
核
を
な
す
官
僚
の
間
に
生
じ
た
深
刻
な
政
治
的
亀
裂
の
所
産
で

あ

っ
た
。
こ
の
意
見
書
で
の
大
久
保
の
主
要
な
関
心
事
が
、
立
憲
政
体
の
導
入

へ
と
踏
み
出
す
こ
と
で
、
政
変
で
分
裂
が
決
定
的
と
な

っ
た
官
僚
を
は
じ
め
と

す
る
統
治
集
団
の
再
統
合
を
は
か

っ
て
行
こ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ

っ
た
こ
と

は
、
こ
の
大
政
官
職
制
の
改
正
案
か
ら
も
読
み
取
れ
る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。

二
　

「国
憲
」
の
大
綱

右
の
事
情
は
、
将
来
の

「
国
憲
」
に
つ
い
て
の
大
綱
的
提
言
の
中
に
も
投
影

し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

「
国
憲
」

の
大
綱
は
、

立
法
行
政
司
法
ノ
〓

二
至
リ
テ
モ
亦
区
別
ナ
キ
コ
ト
能

ハ
ス
若
シ
之
ヲ

一
手

二
司
り
法
ヲ
立
テ

政
ヲ
行
ヒ
司
法
ノ
権
ヲ
有
ス
ル
時

ハ
其
事
務
大

二
煩
乱
シ
テ
之
ヲ
反
覆
討

論
深
思
熟
慮
ス
ル
コ
ト
能

ハ
ス
良
法
ヲ
立
テ
克
ク
之
ヲ
処
分
シ
又
諸
件
ノ

定
法

二
合
ス
ル
ヤ
否
ヲ
決
ス
ル
ニ
暇
ナ
ク
自
然
処
事
倉
卒

二
出
テ
百
弊
並

ヒ
生
ス
ル
ヲ
免
レ
ス
加
之
此
三
大
権
ヲ

一
処

二
任
ス
ル
時

ハ
或

ハ
其
威
権

ヲ
退
フ
シ
私
意

二
任
セ
テ
法
制
ヲ
妄
立
シ
テ
其
権
理
ヲ
意
ト
セ
ス
恣

マ
ヽ

二
衆
人
ヲ
奴
視
シ
テ
敢
テ
其
疾
苦
ヲ
顧
ス
全
国
ノ
利
害

二
関
セ
ス
シ
テ
特

二

一
己
ノ
情
欲
ヲ
専

ニ
セ
ン
コ
ト
有
ラ
ン
ト
ス
於
是
乎
欧
州
各
国
多
年
ノ

実
験
ヲ
経
テ
久
シ
ク
政
学

二
カ
ヲ
尽
セ
シ
所
ノ
国

二
於
テ
ハ
此
三
大
権
ヲ

区
別
シ
テ
各
其
職
掌
ヲ
制
限
シ
法
規
ヲ
立
テ

ヽ
以
テ
各
自
ノ
権
限
ヲ
定
メ

互
二
相
守
り
宅
モ
干
犯
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ナ
キ
ヲ
要
ス
是
レ
政
務
ノ
本
原

ニ

基
キ
其
機
軸
ヲ
定
立
セ
ル
者

ニ
シ
テ
蓋
政
体
上

二
於
テ
其
法
ヲ
得
タ
リ
ト

謂

フ
可
シ

大
久
保
は
、
権
力
集
中
の
弊
害
を
綾
説
し
た
上
で
、
三
権
分
立
が
政
体
の
機

軸
を
な
す
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
わ
が
国
で
も
、
こ
の
三
権
分
立
を

件:三
権
分
立
の
重
要
性
か
ら
説
き
起
こ
さ
れ
る

（１９
）。

ハ
各

一
種
ノ
事
務

ニ
シ
テ
自
ラ
区
別
ア
リ
其
所
任
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機
軸
と
し
た

「
国
憲
」
を
制
定
す
る
必
要
を
説
く

２
）。

是
故

二
我
国
現
今
ノ
形
情
ヲ
見
将
来
ノ
事
勢
ヲ
察
ス
ル
ニ
早
ク
此
体
裁

ニ

注
ロ
シ
テ
政
憲

ヲ
定
ム
ル
ニ
非
レ
ハ
果
シ
テ
政
体
ノ
善
美
ヲ
得
タ
リ
ト
云

フ
ヘ
カ
ラ
ス

し
か
し
、
こ
の
三
権
分
立
を
導
入
し
て
政
体
を
改
革
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ

が
う
ま
く
機
能
し
て
行
く
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
以
下
の
大
綱
を

論
議
の
素
材
と
し
て
提
供
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
（２１
）０

雖
然
今
此
体
裁

二
微
ヒ
治
国
ノ
三
大
権

ヲ
区
分
シ
互
二
相
干
犯
ス
ヘ
カ
ラ

ス
ト
ス
ル
ト
モ
未
夕
実
際

二
於
テ
果
シ
テ
行

ハ
ル

ヽ
ヤ
否
ヤ
ニ
至
リ
テ
ハ

実

二
予
メ
言

ヘ
カ
ラ
ス
故

ニ
ロ
度
ヲ
姦

二
期
シ
将
来
ヲ
慮

ツ
テ
左
ノ
擬
議

ヲ
建
ツ

以
下
の
大
綱
に
よ

っ
て
、
こ
の
意
見
書
の
時
点
で
大
久
保
が
抱
懐
す
る
立
憲

政
体
像
が
如
何
な
る
も
の
で
あ

つ
た
か
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
こ

で
は
、
立
法
機
関
で
あ
る

「
議
政
院
」
を
中
心
に
し
て
、
彼
の
構
想
が
開
陳
さ

れ
て
い
る
。

ま
ず
、
大
久
保
は
、
立
法
で
は
な
く

「議
政
」
と
題
し
て
、
そ
の
国
制
上
の

位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
す
る

（２２
）。

議
政■
政
」
脱
力
）

議
院
之
レ
ヲ
掌
ト
ル

一
切
議
事
ノ
綱
領

二
掲
ク
ル
所
ノ
者

ヲ
議
ス
ル

ニ
止

マ
リ
直
チ
ニ
之
ヲ
施
行
ス
ル
ヲ
得
ス

国
憲

二
基
キ
議
則

二
拠
り
重
大
ノ
事
件

ヲ
議
シ
議
決
ス
ル
モ
ノ
ヲ
太
政

大
臣

二
付
シ
奏
聞
シ
テ
親
裁
ヲ
乞

フ
モ
ノ
ト
ス

前
引
の
大
政
官
職
制
の
改
正
案
に
お
け
る
左
院
と
同
様
、
こ
の

「議
政
院
」

に
は
立
法
の
単
独
権
限
が
な

い
が
、
右
の
改
正
案
の
よ
う
に
右
院
、

つ
ま
り
行

政
機
関
の
承
諾
が
な
く
と
も
、
太
政
大
臣
を
経
て
奏
聞
し
天
皇
の
親
裁
を
得
れ

ば
、
施
行
で
き
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
も

っ
と
も
、
大
政
大
臣
が
奏
間
を
拒

否
で
き
る
か
ど
う
か
は
明
文
規
定
を
欠

い
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
明
治
六
年

一

〇
月
政
変
で
関
係
者

の
明
暗
を
決
し
た
と
こ
ろ
だ
か
ら
、
大
久
保
が
重
要
視
し

て
い
な
か

っ
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
あ
え
て
明
文
規
定
を
与
え
な
い
こ

と
で
、
言
外
に
奏
聞
拒
否
の
可
能
性
を
残
し
て
い
る
と
も
み
ら
れ
る
が
、
い
か

が
で
あ
ろ
う
か
。

審
議
権
の
対
象
と
な
る

「議
事
ノ
綱
領
」
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（２３
）。

議
事
ノ
綱
領

一
歳
入
出
ノ
額
ヲ
議
定
ス
ル
事

但
概
算
ハ
大
蔵
省
二
於
テ
担
当
調
査
シ
其
法
案
ヲ
正
院

二
於
テ
通
議

審
定
シ
然
ル
後
議
政
院

二
出
ス
ヘ
シ

一
既
定
ノ
税
額
ヲ
増
減
変
更
ス
ル
事

但
非
常
ノ
天
災
及
不
得
已
ノ
事
故
等

ニ
テ

一
歳
ノ
収
入
予
算
ノ
額
ニ

・

満
タ
サ
ル
ト
キ
ハ
更
二
之
ヲ
償
フ
方
法
ヲ
議
定
ス
ル
事

一
新
タ
ニ
諸
租
税
ヲ
賦
ス
ル
規
則
ヲ
議
定
ス
ル
事

一
諸
法
律
ノ
稿
案
正
院
二
成
ル
者
ヲ
議
定
ス
ル
事

一
諸
会
社

一
般
ノ
条
例
定
規
ヲ
議
定
ス
ル
事

一ア讚
幣
鋳
造
ノ
方
法
及
ヒ
其
品
量
ヲ
議
定
ス
ル
事

一８
玲
券
ノ
発
行
償
却
ノ
方
法
及
ヒ
其
規
則
ヲ
議
定
ス
ル
事

一９
訥
外
ノ
国
債
ヲ
募
り
及
ヒ
之
レ
ヲ
償
却
ス
ル
ノ
方
法
ヲ
議
定
ス
ル
事

一
兵
員
ヲ
増
減
ス
ル
事

（‐ｏ
）
但
非
常
ノ
事
ア
ル
ニ
臨
ン
テ
ハ
　
陛
下
ノ
特
権
タ
ル
事

一
帝
王
ノ
許
可
ナ
ク
シ
テ
ハ
本
院
ノ
議
定
ハ
一
般
ノ
法
ト
セ
サ
ル
事

但

一
日
一議
決
ス
ル
者
上
奏
シ
テ
不
可
ノ
令
ア
ル
者
ハ
本
年
ノ
会
集
ニ

於
テ
再
ヒ
之
レ
ヲ
議
定
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
事

一
本
院
二
於
テ
議
ス
ヘ
キ
事
件
ヲ
本
院
二
出
サ
ス
シ
テ
大
臣
直
二
　
陛
下

二
奏
聞
シ

一
般
へ
公
布
ス
ル
ト
キ
ハ
之
レ
ヲ
拒
ム
ノ
権
ア
ル
ヘ
シ

こ
こ
で
は
、
①
予
算
審
議
権

（第

一
条
）
、
②
課
税
審
議
権

（第
二

・
三
条
）
、

③
立
法
審
議
権

（第
四

・
五
条
）
、
④
通
貨

・
国
債
審
議
権

（第
六

・
七

・
八

条
）
、
⑤
兵
力
量
審
議
権

（第
九
条
）
、
⑥
天
皇
の
立
法
裁
可
権

（第

一
〇
条
）
、

⑦
行
政
機
関
の
単
独
立
法
に
対
す
る
拒
否
権

（第

一
一
条
）
の

一
一
ヶ
条
が
規

定
さ
れ
て
い
る
。

核
心
は
予
算
と
立
法
の
審
議
権
で
あ
る
。
課
税
、
通
貨
、
国
債
、
兵
力
量
は
、

す
べ
て
予
算
と
連
動
し
て
く
る
も
の
だ
が
、
後
年
の
大
日
本
帝
国
憲
法
と
比
較

し
て
み
る
と
、
大
久
保
の
構
想
の
方
が
よ
り
広
範
な
権
限
を
議
会
側
に
認
め
て
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い
る
。
す
な
わ
ち
、
予
算
不
成
立
時
に
お
け
る
政
府

の
前
年
度
予
算
執
行
権

（２４
）
の
よ
う
な
、
議
会
の
予
算
審
議
権
に
対
す
る
制
限
規
定
は
み
ら
れ
な

い
。

ま
た
、
国
債
審
議
権
は
帝
国
憲
法
に
も
規
定
さ
れ
て
い
る
が

（２５
）、
通
貨
審
議

権
は
帝
国
憲
法
で
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
（２６
）。
さ
ら
に
、
兵
力
量
の
決
定
は
、

帝
国
憲
法
で
は
天
皇
大
権
の

一
つ
と
さ
れ
て
お
り

（２７
）、
議
会
は
予
算
審
議
権

を
用
い
て
間
接
的
に
禦
肘
す
る
ほ
か
な
か

っ
た
。
も

っ
と
も
、
課
税
審
議
権
が

既
成
税
法
の
継
続
を
前
提
と
し
て
い
る
点
は
帝
国
憲
法
と
同
様
で
あ
る
（２８
）ｏ

立
法
審
議
権
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
天
皇
の
立
法
裁
可
権
に
従
属
さ
せ
ら
れ

て
い
る
点
で
は
帝
国
憲
法
と
同
様
だ
が

（２９
）、
行
政
機
関
の
単
独
立
法
に
対
す

る
拒
否
権
が
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
意
し
て
お
き
た

い
。
帝
国
憲
法
で
は
、

議
会
開
会
中
の
緊
急
勅
令

（３０
）
の
ほ
か
、
法
律
施
行
の
た
め
や
、
天
皇
が
そ
の

必
要
を
認
め
た
場
合
の
命
令

（勅
令
）
（３‐
）
が
、
議
会
の
立
法
審
議
権
の
埒
外

に
あ
る
単
独
立
法
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
対
す
る
議
会

の
摯
肘
権
は
、
緊
急
勅
令
に
つ
い
て
は
事
後
審
査
権
、
勅
令
に
つ
い
て
は
そ
れ

に
よ
る
法
律
の
変
更
を
認
め
な
い
と

い
う
程
度
に
と
ど
め
ら
れ
、
大
久
保
構
想

の
よ
う
に
立
法
時
点
で
の
対
抗
権
は
な
か

っ
た
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
大
久
保
の
構
想
は
、
後
年
の
帝
国
憲
法
と
比
較
し
た
場

合
、
議
会
に
よ
り
広
範
な
権
限
を
付
与
し
て
い
る
と
言

っ
て
よ
か
ろ
う
。

問
題
は
議
会
が
ど
う
構
成
さ
れ
る
か
で
あ
る
。
「
議
政
院
」
は
、
①
華
族
、

②
勅
撰
、
③
省
卿
の
三
者
を
そ
の
議
員
と
し
て
構
成
さ
れ
る

（３２
）０

議
政
院
華
族
及
ヒ
特
命
選
挙
ノ
議
員
並

二
行
政
諸
省
ノ
卿
ヲ
集
会
シ
国
憲

二
基

テ
重
大
ノ
事
務
ヲ
議
セ
シ
ム
ル
所
ナ
リ

議
員
の
選
挙
に
つ
い
て
は
別
に
規
定
を
設
け
て
あ
る
（３３
）○

議
員
ヲ
選
挙
ス
ル
概
規

一
華
族
ノ
戸
主
二
十

一
歳
以
上
ノ
者
議
員
ヲ
選
挙
ス
ル
ヲ
得
ル

一
議
政
院
議
員

ハ
華
族
選
挙
ス
ル
所
ロ
ノ
華
族
議
員
二
十
名
其
他
　
天
皇

陛
下
ノ
特
命

ヲ
以
テ
選
挙
ス
ル
所
ロ
ノ
議
員

ハ
定
限
ナ
シ
及
ヒ
行
政
諸

省
ノ
卿
ヲ
以
テ
議
員
ト
ス
此
レ
亦
　
陛
下
ノ
特
権
ナ
リ

一
華
族
選
挙
ノ
議
員

ハ
罪
ア
ル
ニ
非
ザ
レ
ハ
　
陛
下
ノ
特
権
卜
雖
モ
其
職

ヲ
免
セ
ス

一
初
メ
満
ニ
ケ
年

二
至
レ
ハ
華
族
選
挙
ス
ル
議
員
並

二
特
命
選
挙
ノ
議
員

其
半
数
更

二
新
選
ヲ
以
テ
之
レ
ヲ
変

へ
置
ク
残
り
半
数

ハ
満
三
ケ
年
ノ

後
又
之
レ
ヲ
変

へ
置
ク

一
特
命
ヲ
以
テ
選
挙
ス
ル
議
員
華
族
ノ
外
奉
職
中

ハ
官
給
ヲ
賜
フ

華
族
議
員
は
、
二

一
歳
以
上
の
戸
主
に
選
挙
権
を
与
え
て
、
二
〇
名
を
選
出

す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
勅
撰
議
員
に
は
定
数
が
な
く
、
省
卿
も
議
員
に
列
せ
ら

れ
て
お
り
、
官
僚
議
員
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
く
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

い
ず

れ
に
せ
よ
、
こ
の

「議
政
院
」
は
、
民
撰
議
院
で
あ
る
下
院
を
欠

い
た
純
然
た

る
上
院
で
あ

っ
て
、
太
政
官
職
制
の
改
正
案
に
あ

つ
た
左
院
に
華
族
議
員
を
加

え
た
に
と
ど
ま
る
。
な
る
ほ
ど
、
こ
の
種

の
議
会
な
ら
ば
、
ま
が
り
な
り
に
も

民
撰
議
院

（衆
議
院
）
を
か
か
え
る
帝
国
憲
法
よ
り
も
、
広
範
な
権
限
を
付
与

し
て
も
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
も
、
こ
の
意
見
書
で
の
大
久
保
の

主
要
関
心
事
―
―
―
立
憲
政
体
の
導
入
に
よ
る
官
僚
を
は
じ
め
と
す
る
統
治
集
団

の
統
合
―

―
が
投
影
し
て
い
る
と
言

っ
て
よ
か
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
、
大
綱
で
は
行
政
と
天
皇
大
権
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、

三
権
分
立
を
強
調
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
司
法
に
つ
い
て
は
何
ら
の
規

定
も
与
え
ら
れ
て
い
な

い
。

も

っ
と
も
、
行
政
も
簡
潔
な
三
カ
条

の
み
が
規
定
さ
れ
て
い
る
に
と
ど
ま

る

（３４
）Ｏ
行
政各
省
使
府
県
之
レ
ヲ
掌
ト
リ
直
チ

二
一
般

二
施
行
ス

特
権
ヲ
以
テ
「バ
諄
駄
臣
ノ
奏
ス
ル
所
ヲ
親
裁
シ
直
チ
ニ
之
レ
ヲ
施
行
ス

国
憲

二
基
キ
議
院
ノ

議
ヲ
経
テ
己

二
制
可
ス
ル
モ
ノ
ヲ
施
行
ス

こ
れ
ら
の
規
定
は
い
ず
れ
も

「議
政
」
権
の
規
定
と
照
応
関
係
に
あ
る
も
の

で
、
そ
の
説
明
の
た
め
に
掲
記
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
太
政

官
職
制
の
改
正
案
で
か
な
り
詳
細
な
提
言
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
実
現
さ

れ
れ
ば
、
行
政
機
関
に
つ
い
て
は
そ
れ
以
上
の
改
革
が
必
要
だ
と
は
考
え
て
い

な
か

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

天
皇
大
権
の
方
は
次
の
二
三
ヶ
条
が
列
挙
さ
れ
て
い
る

（３５
）。
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一
国
政
ヲ
執
行
ス
ル
ニ
無
上
ノ
特
権
ヲ
有
ス

一
皇
統
ヲ
禅
ル

（
３

）一
親
ラ
勅
任
官
ヲ
瓢
レ
ス

（
４

）一５詮
権
公
使
ヲ
派
出
ス

一
特
典
機
密
ノ
使
ヲ
海
外
二
派
遣
ス

一
議
会
ヲ
衆
散
ス

一
議
院
ノ
議
全
国
二
障
碍
ア
ル
ト
キ
ハ
其
議
ヲ
廃
ス

一
法
律
ノ
撰
定
ヲ
議
院
二
下
ス

一‐ｏ獅
ヲ
興
シ
師
ヲ
罷
ム

一
政
事
上
ノ
過
失

二
関
セ
ス

一２
一
般
法
律
ノ
覇
東
ヲ
受
ケ
ス

一
訴
訟
ノ
被
告
ト
ナ
ラ
ス
ト
雖
モ
裁
判
官

二
特
命
シ
テ
之
レ
ヲ
聴
カ
シ
ム

‐
ル
コ
ト
有
ル
ヘ
シ

一
謀
叛
不
軌
ノ
徒
ヲ
除
ク
ノ
外
裁
判
擬
決
ノ
後
特
典
ヲ
以
テ
死
罪
ヲ
宥
タ

ム

ヽ
１４
一一‐５瑣
罰
一‐６爵
位
ヲ
与
奪
ス

一‐７噺
タ
ニ
華
族
ヲ
置
ク

一
諸
族
ノ
名
称
ヲ
与
奪
ス

１ヽ８
´一海
陸
軍
及
ヒ
城
砦
軍
艦
兵
器
ノ
類

ハ

一
切
之
レ
ヲ
管
ス

６
）
但
卿
兵
ヲ
親
管
ス

一
尺
度
量
衡
ヲ
定
ム

”^
一一皇
族
ヲ
管
理
ス

一
だ
臣
民
ノ
派
出
ヲ
禁
シ
外
国
在
留
ノ
我
臣
民
ヲ
召
シ
又
夕
我
臣
民
ヲ
海

外
二
放
逐
ス

一
外
国
人
民
ヲ
我
生
民
卜
同
視
シ
之
レ
ヲ
使
用
ス

一
頌
国
人
民
二
免
状
ヲ
与
フ

こ
こ
に
列
挙
さ
れ
た
天
皇
大
権
は
、　
一
部
を
除
き
、
そ
の
大
半
が
帝
国
憲
法

に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
。
①
統
治
権

（第

一
条
）
（３６
）、

②
皇
位
継
承
権

（第
二
条
）
（り
、
③
官
吏
任
免
権

（第
二
条
）
（３８
）、
④
外
交
権

（第
四

・
五

・
九
条
）
（３９
）、
⑤
議
会
召
集

・
解
散
権

（第
六
条
）
（４ｏ
）、
⑥
立
法

権

（第
七

・
八
条
）
（４‐
）、
⑦
君
主
無
答
責

（第

一
〇

・
一
一
。
一
二
条
）
（４２
）、

③
恩
赦
権

（第

一
三
条
）
（４３
）、
⑨
栄
爵
授
与
権

（第

一
四

。
一
五
条
）
（４４
）、
⑩

刑
罰
権

（第

一
五
条
）
（４５
）、
⑪
統
帥
権

（第

一
人
条
）
（４６
）
に
つ
い
て
は
、
い

ず
れ
も
帝
国
憲
法
に
同
様
の
規
定
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

も

っ
と
も
、
行
政
の
規
定
が
空
疎
で
あ
る
こ
と
と
も
関
連
す
る
が
、
政
府
の

輔
弼
責
任
制

（４７
）
が
規
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
二
つ
の
問
題
が
浮
か
び
上

が
っ
て
き
て
い
る
。　
一
つ
は
、
官
吏
任
免
権
を
勅
任
官
に
限
定
し
た
り

（第
二

条
）
、
外
交
使
節
の
派
遣
に
つ
い
て
規
定
し
た
り
し
て
い
る

（第
三

・
四
条
）

こ
と
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
天
皇
と
政
府
が
行
政
権
を
分
配
す
る
形
に
な

っ
て

し
ま

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
う

一
つ
は
、
天
皇
の
統
治
行
為
の
結
果
と
し

て
生
起
す
る
行
政
訴
訟
に
直
面
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
君
主
無
答
責
に
実
質

的
な
空
隙
を
生
ず
る
よ
う
な
規
定

（第

一
二
条
）
を
設
け
ざ
る
を
得
な
く
な

っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
こ
の
意
見
書
の
時
点
で
の
大
久
保
が
輔
弼

責
任
制
に
つ
い
て
の
理
解
を
欠
い
て
い
た
（４８
）
の
で
は
な
い
か
と
の
想
定
を
成

り
立
た
せ
る
徴
証
か
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

天
皇
大
権
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ほ
か
に
三
点
ほ
ど
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と

が
あ
る
。

一
つ
は
、
皇
族
管
理
権

（第
二
〇
条
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
時
点
で
は
憲
法
と
は
別
に
皇
室
典
範
を
制
定
す
る
と
い
う
発
想
が
生
じ
て

い
な
い
（４９
）
こ
と
が
、
こ
う
し
た
規
定
の
登
場
の
背
景
に
は
あ
ろ
う
。
そ
れ
と

と
も
に
、
前
述
し
た
輔
弼
責
任
制
の
規
定
を
欠
い
て
い
る
た
め
に
、
皇
族
の
管

理
を
天
皇
の
大
権
事
項
と
し
て
明
記
し
て
、
政
府
と

一
線
を
画
し
て
お
く
必
要

が
あ

っ
た
と
も
み
ら
れ
る
。

も
う

一
つ
は
、
度
量
衡
制
定
権

（第

一
九
条
）
で
あ
る
。
こ
の
実
質
的
な
権

限
は
律
令
制
の
解
体
に
と
も
な
っ
て
天
皇
の
手
か
ら
離
れ
、
近
世
で
は
検
地
と

も
関
連
し
、
幕
府
の
統
轄
下
に
お
か
れ
て
い
た
（”
）。
こ
れ
を
維
新
政
権
が
継

承
し
た
わ
け
だ
が
、　
一
般
行
政
権
か
ら
分
離
し
て
天
皇
大
権
と
し
て
位
置
づ
け

よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
王
政
復
古
色
の
濃
い
発
想
が

「
国
憲
」

の
大
綱
の
中
に
登
場
し
て
く
る
あ
た
り
は
、
こ
の
意
見
書
の
時
点
で
の
大
久
保
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の
思
考
の
構
造
と
内
容
を
考
え
る
上
で
、
な
か
な
か
興
味
深
い
点
で
あ
る
。

三
つ
目
は
、
族
籍
の
決
定

（第

一
七
条
）
、
「臣
民
」
の
海
外
渡
航
規
制

（第

二

一
条
）、
外
国
人
の
雇
備

（第
二
二
条
）
と
そ
れ
に
対
す
る
免
許
付
与

（第
二

三
条
）
な
ど
、
い
ず
れ
も
身
分
法
の
領
域
に
関
わ
る
権
限
を
天
皇
大
権
と
し
て

規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の

「国
憲
」
の
大
綱
に
は
、
国
民
の
権
利

と
義
務
に
関
す
る
規
定

（５‐
）
が
欠
け
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
形
で
大
久
保
の
人
権
観
を
示
し
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
と
り
わ
け
、
国

外
追
放
権
は
、
こ
の
意
見
書
の
時
点
以
後
に
よ
う
や
く
着
手
さ
れ
て
行
く
地
租

改
正
事
業
の
中
で
、
官
僚
が
改
租
作
業
を
阻
害
す
る
と
看
倣
し
た
民
衆
に
対
し

て
し
ば
し
ば
用
い
た

〃皇
国
の
法
に
不
服
な
者
は
外
国
に
去
れ
″
と
い
う
究
極

の
脅
し
文
句
と
し
て
、
施
政
現
場
で
実
存
し
て
い
く
も
の
で
あ

っ
た

（５２
）○
こ

の
領
域
に
お
け
る
大
久
保
の
思
考
の
か
よ
う
な
状
態
は
、
民
撰
議
院
の
開
設
を

想
定
し
て
い
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
の
意
見
書
で
の
彼
の
主
要
関
心

事
か
ら
民
衆
が
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
密
接
に
連
関
す
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

ま
と

め
に
か
え
て

大
久
保
は
、
既
論
の
如
く
、
こ
の
意

見
書
の
第

一
部
分
で
簡
潔
に
（５３
）、

つ

い
で
第
二
部
分
で
や
や
詳
し
く

（ｙ
）、

彼
な
り
の
政
体
分
類
論
を
開
陳
し
て
い

る
。
そ
れ
を
、
福
沢
諭
吉
の
刊
本

『西

洋
事
情
』
初
編
お
よ
び
加
藤
弘
之

の

『立
憲
政
体
略
』
で
の
も
の
と
比
較
し

て
ら
）
表
示
し
て
み
よ
う
。

全
体
を
見
渡
す
と
、
大
久
保
の
用

語
は
、
福
沢
と
加
藤
の
用
語
を
混
清

し
て
い
る
か
の
観
が
あ
る
。
例
え
ば
、

第

一
部
分
の

「
君
主
檀
制
」
は
加
藤

と
同

一
だ
が
、
第
二
部
分
の

「
立
君

独

×裁
」
の
方
は
福
沢
と
同

一
で
あ
る
。
ま
た
、
「君
民
共
治
計

ｏ‐ま
加
藤
の

「君

民
同
治
」
と
近
似
す
る

一
方
、
大
玖

△保
は
憲
法
の
こ
と
を

「定
律
国
法
」
と
呼

ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
福
沢
の

「定
律
」
と
き
わ
め
て
近
い
。
さ
ら
に
第
二
部

紛
）・の

「
共
和
政
治
」
は
福
沢
と
同
じ
だ
が
、
加
藤
の

「
万
民
共
治
」
に
近
い

「
人
民
共
治
」
の
方
が
用
語
と
し
て
は

「至
当
」
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

と
は
言
え
、
第
二
部
分
の
用
語
は
三
つ
の
う
ち
二
つ
ま
で
が
福
沢
と
同

一
で

あ
る

一
方
、
加
藤
と
完
全
に
同

一
の
用
語
は
皆
無
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
大

久
保
の
用
語
は
、
福
沢
の
も
の
を
基
本
と
し
つ
つ
も
、
加
藤
の
も
の
に
よ
っ
て

そ
れ
を
修
正
す
る
こ
と
で
成
り
立

っ
て
い
る
、
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

こ
の
表
か
ら
気
づ
く
も
う

一
つ
の
事
柄
は
、
福
沢
の

「貴
族
合
議
」
や
加
藤

の

「貴
顕
専
治
」
に
対
応
す
る
政
体
が
、
大
久
保
意
見
書
の
政
体
分
類
に
は
登

場
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
か
な
り
意
味
深
長
だ
と
思
わ
れ

る
。前
述
し
た
よ
う
に
、
大
久
保
は
、
将
来
の

「国
憲
」
の
大
綱
で
は
、
立
法
機

関
と
し
て
は
純
然
た
る
上
院
の
み
を
想
定
し
て
お
り
、
民
撰
議
院
に
つ
い
て
は

全
く
言
及
し
て
い
な
い
（５６
）。
こ
れ
は
、
つ
ま
り
、
彼
が

「君
民
共
治
」
と
考

え
る
政
体
に
あ

っ
て
は
、
君
主

（天
皇
）
と

「共
治
」
の
関
係
に
立
つ

「
民
」

の
実
体
は
、
華
族
と
官
僚
と
い
う
統
治
集
団
に
と
ど
ま
り
、
被
治
者
で
あ
る
民

衆
を
、
国
家
機
構
上
は
含
ま
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
政
体
の
あ
り
方
は
、
福
沢
の

「立
君
定
律
」
や
加
藤
の

「君
民
同
治
」
と

同

一
視
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
福
沢
や
加
藤
の
場
合
、
被
治
者
民
衆
の
国
政
参
加
、

そ
し
て
そ
の
国
家
機
構
上
の
具
現
化
た
る
民
撰
議
院
の
存
在
こ
そ
が
、
他
の
政

体
と
用
語
を
区
別
さ
れ
る
そ
の
概
念
内
容
の
核
心
部
分
で
あ
る
。
も
し
、
大
久

保
の

「君
民
共
治
」
を
、
そ
の
概
念
内
容
に
即

シ
し
〆
此
一較
一け
る
な
ら
ば
、
福
沢

の
場
合
は

「
立
君
独
裁
」
と

「貴
族
合
議
」
の
混
合
形
態
、
加
藤
の
場
合
は

「君
主
専
治
」
と

「貴

シ
顕
縛
踊
仁
ズ
０
そ
れ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う

，
）ｏ

つ
ま
り
、
こ
の
種
の
混
合
形
態
ま
で
も

「君
民
共
治
」
の
概
念
に
よ
っ
て
包

摂
さ
せ
る
た
め
に
は
、
そ
の
比
較
対
象
か
ら

「貴
族
合
議
」
な
い
し

「貴
顕
専

治
」
を
脱
落
さ
せ
て
お
く
こ
と
で
、
そ
う
し
た
概
念
の
拡
張
を
可
能
に
す
る
余

地
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
大
久
保
が
さ
よ
う
な
意
図
を

政 体 分 類 の 比 較

大 久保 意 見書 「西 洋 事 情』
初  編

『立憲政体略」
第 一部 分 第二 部 分

治

制
政
檀
主
主
君
君

立 君 独 裁
立

　

　

君

立 君 独 裁
君

　

　

政

君 主 檀 制

君 主 専 治

君 民 共 治 君 民 共 治 立 君 定 律
上 下 同 治
(君 民同治)

貴 族 合 議 民
　
　
政

貴 顕 専 治

民 主 政 治
払
胴
払〔

薔以
斗ユハ

和
民
共
人

共 和 政 治 万 民 共 治
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も

っ
て
右
の
如
く
政
体
分
類
を
な
し
た
と
断
ず
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
結
果
と

し
て
そ
う
し
た
論
理
上
の
効
果
を
も

っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
天
皇
親
政
を
標
榜
し
つ
つ
も
政
治
的
実
権
を
藩
閥
官
僚
が

掌
握
し
て
い
る

「
天
皇
＝
藩
閥
官
僚
」
政
治
の
閉
鎖
的
状
況
は
、
か
ぎ
り
な
く

「貴
族
合
議
」
な
い
し

「貴
顕
専
治
」
の
そ
れ
に
近
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
大
久

保
が
当
時
の
わ
が
政
体
の
現
状
を
特
徴
づ
け
る
に
あ
た

っ
て
、
「
立
君
独
裁
」

と

「君
民
共
治
」
お
よ
び

「共
和
政
治
」
を

「掛
酌
折
衷
」
し
た
も
の
だ

（５８
）

と
し
た
際
の
、
「
民
」
の
中
身
は
藩
閥
官
僚
で
あ
り
、
そ
の

「民
」
を
主
体
と

す
る

「共
和
政
治
」
の
中
身
は
彼
ら
の
政
治
的
談
合
を
意
味
し
て
い
た
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
さ
す
れ
ば
、
「貴
族
合
議
」
な
い
し

「貴
顕
専
治
」
を
政
体
分

類
か
ら
脱
落
さ
せ
た
大
久
保
の
心
事
も
自
ず
と
想
像
さ
れ
て
こ
よ
う
が
、
こ
れ

は
い
さ
さ
か
深
読
み
に
す
ぎ
た
か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
を
も

っ
て
、
大
久
保
の
、
そ
し
て
ひ
い
て
は

「民
撰
議
院
設
立
建
白
書
」

提
出
以
前
に
お
け
る
政
府
内
部
で
の
立
憲
政
体
構
想
の

″
限
界
″
（５９
）
を
語
る

の
は
、
な
る
ほ
ど

『自
由
党
史
』
（６ｏ
）
が
描
く
歴
史
像
を
遡
及
的
に
補
足
す
る

こ
と
に
は
な
ろ
う
が
、
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
前
に
、
こ
の
大
久

保
意
見
書
の
射
程
が
、
右
の
よ
う
な
次
元
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ

っ
た
か
ど
う

か
、
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
ま
た
、
明
治

六

（
一
人
七
三
）
年

一
一
月

一
九
日
に
始
ま
る
、
政
府
首
脳
部
で
の
政
体
取
調

の
行
方
を
確
か
め
る
作
業
で
も
あ
る
ａ
）ｏ

拙
稿

「幕
末
政
治
と
福
沢
諭
吉
」
（『京
浜
歴
科
研
年
報
』
第

一
一
号
、

一
九
九
七
年

一
月
）
を
参
照
。

拙
稿

「加
藤
弘
之
の
立
憲
政
体
提
議
」
（『京
浜
歴
科
研
年
報
』
第

一

〇
号
、　
一
九
九
六
年

一
月
）
を
参
照
。

『大
久
保
利
通
文
書
』
五
、　
一
八
九
頁
。

同
右

一
八
九
～

一
九
〇
頁
。

同
右

一
九
〇
頁
。

右
院
は
、
明
治
六
年
政
変
の

一
因
と
な
る
明
治
六

（
一
八
七
三
）
年

五
月
の
大
政
官
制
潤
飾
に
よ
り
、
常
設
機
関
で
は
な
く
な

っ
て
い
た

（藤
田
正

「留
守
政
府
に
お
け
る
大
政
官
三
院
制
の
変
質
過
程
」
〔
『中

央
史
学
』
第
七
号
、　
一
九
八
四
年
三
月
〕
お
よ
び
中
川
壽
之

「太
政
官

内
閣
創
設
に
関
す
る

一
考
察
」
〔明
治
維
新
史
学
会
編

『幕
藩
権
力
と

明
治
維
新
』
吉
川
弘
文
館
、　
一
九
九
二
年
四
月
〕
を
参
照
）。

人
１２
）
　

『大
久
保
利
通
文
書
』
五
、　
一
九
五
頁
。

■
１４
）
。
（１５
）
・
（１６
）

同
右

一
九
四
頁
。

同
右

一
九

一
頁
。

同
右

一
九
四
～

一
九
五
頁
。

同
右

一
九
六
～

一
九
七
頁
。

■
２１
）

同
右

一
九
七
頁
。

同
右

一
九
七
～

一
九
八
頁
。

同
右
二
〇
二
～
二
〇
三
頁
。

大
日
本
帝
国
憲
法
第
七

一
条

「帝
国
議
会
二
於
テ
予
算
ヲ
議
定
セ
ス

又
ハ
予
算
成
立
二
至
ラ
サ
ル
ト
キ
ハ
政
府
ハ
前
年
度
ノ
予
算
ヲ
執
行
ス

ヘ
シ
」
（我
妻
栄
編

『旧
法
令
集
』
有
斐
閣
、　
一
九
六
八
年
九
月
、　
一

五
頁
）
。

同
右
第
六
二
条
③

「国
債
ヲ
起
シ
及
予
算
二
定
メ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
除
ク

外
国
庫
ノ
負
担
ト
ナ
ル
ヘ
キ
契
約
ヲ
為
ス
ハ
帝
国
議
会
ノ
協
賛
ヲ
経
ヘ

シ
」
（同
右

一
四
～

一
五
頁
）
。

こ
の
明
治
六

（
一
八
七
三
）
年
の
時
点
で
は
、
政
府
が
貨
幣
を
鋳
造

し
、
太
政
官
札
な
ど
の
不
換
紙
幣
を
発
行
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
後
者

（３
）

（４
）

日
本
史
籍
協
会
編

『大
久
保
利
通
文
書
』
五
、
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
八
三
年
九
月

（初
版
は

一
九
二
八
年
七
月
）
、　
一
人
三
～
二
〇
三

頁
ｃ拙
稿

「大
久
保
利
通
の
憲
法
構
想
［
」
（『北
陸
学
院
短
期
大
学
紀
要
』

第
三
ｏ
号
、　
一
九
九
八
年

一
二
月
）
を
参
照
。
な
お
、
小
稿
は
上
記
拙

稿
の
続
篇
と
し
て
成
稿
さ
れ
て
い
た
が
、
掲
載
予
定
誌
の
編
集
事
情
の

変
化
に
よ
り
独
立
し
た
別
篇
に
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

『大
久
保
利
通
文
書
』
五
、　
一
八
八
～

一
人
九
頁
。

同
右

一
八
九
頁
。

（５
）

（６
）

（７
）

（８
）

（９
）

（１０
）

（Ｈ

）

（１３

）

（１７

）

（１８

）

（１９

）

（２０

）

（２２

）

（２３

）

（２４

）

（２５

）

（２６

）
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は
財
政
資
金
調
達
の
手
段
と
も
な

っ
て
い
た
の
で
、
課
税
や
国
債
と
同

様
に
そ
れ
を
議
会
の
審
議
対
象
に
加
え
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、

大
久
保
が
、
議
会
権
限
の
根
幹
の

一
つ
で
あ
る
広
義
の
課
税
承
諾
権
を
、

当
時
の
わ
が
国
の
実
情
に
即
し
て
、
政
府
側
に
抜
け
道
を
残
さ
ず
、
漏

れ
落
ち
の
な
い
形
で
、
議
会
に
付
与
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

（２７
）

帝
国
憲
法
第

一
二
条

「
天
皇

ハ
陸
海
軍
ノ
編
制
及
常
備
兵
額
ヲ
定
ム
」

（『旧
法
令
集
』
、　
一
三
頁
）
。

（２８
）

同
右
第
六
二
条
①

「新
二
租
税
ヲ
課
シ
及
税
率
ヲ
変
更
ス
ル
ハ
法
律

ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム
ヘ
シ
」
（同
右

一
四
頁
）
お
よ
び
第
六
三
条

「現
行

ノ
租
税
ハ
更
二
法
律
ヲ
以
テ
之
ヲ
改
メ
サ
ル
限
ハ
旧
二
依
り
之
ヲ
徴
収

ス
」
（同
右

一
五
頁
）
。

（２９
）

同
右
第
五
条

「
天
皇

ハ
帝
国
議
会
ノ
協
賛
ヲ
以
テ
立
法
権
ヲ
行
フ
」

（同
右

一
三
頁
）
、
第
六
条

「天
皇

ハ
法
律
ヲ
裁
可
シ
其
ノ
公
布
及
執
行

ヲ
命
ス
」
（同

一
三
頁
）
、
第
三
七
条

「凡
テ
法
律

ハ
帝
国
議
会
ノ
協
賛

ヲ
経
ル
ヲ
要
ス
」
（同
右

一
四
頁
）
、
第
三
八
条

「両
議
院

ハ
政
府
ノ
提

出
ス
ル
法
律
案

ヲ
議
決
シ
及
各
ヽゝ
法
律
案

ヲ
提
出
ス
ル
コ
ト
ラ
得
」

（同
右

一
四
頁
）
。

（３０
）

同
右
第
八
条
①

「
天
皇

ハ
公
共
ノ
安
全
ヲ
保
持
シ
又
ハ
其
ノ
災
厄
ヲ

避
ク
ル
為
緊
急
ノ
必
要
二
由
り
帝
国
議
会
閉
会
ノ
場
合

二
於
テ
法
律

ニ

代
ル
ヘ
キ
勅
令
ヲ
発
ス
」
お
よ
び
同
条
②

「此
勅
令
ハ
次
ノ
会
期
二
於

テ
帝
国
議
会
二
提
出
ス
ヘ
シ
若
議
会
二
於
テ
承
諾
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
政
府

ハ
将
来

二
向
テ
其
ノ
効
カ
ヲ
失
フ
コ
ト
ヲ
公
布
ス
ヘ
シ
」
（同
右

一
三

頁
）
。

（３１
）

同
右
第
九
条

「天
皇

ハ
法
律
ヲ
執
行
ス
ル
為

二
又
ハ
公
共
ノ
安
寧
秩

序
ヲ
保
持
シ
及
臣
民
ノ
幸
福
ヲ
増
進
ス
ル
為
二
必
要
ナ
ル
命
令
ヲ
発
シ

又
ハ
発
セ
シ
ム
　
但
シ
命
令
ヲ
以
テ
法
律
ヲ
変
更
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」

（同
右

一
三
頁
）
。

（３２
）
　

『大
久
保
利
通
文
書
』
五
、
二
ｏ
Ｏ
頁
。

（３３
）

同
右
二
〇

一
～
二
〇
二
頁
。

同
右

一
九
八
頁
。

同
右

一
九
八
～
二
〇
〇
頁
。

帝
国
憲
法
第
四
条

「天
皇

ハ
国
ノ
元
首

ニ
シ
テ
統
治
権
ヲ
総
攪
シ
此

ノ
憲
法
ノ
条
規
二
依
リ
テ
之
ヲ
行
フ
」
（『旧
法
令
集
』
、　
一
三
頁
）
。

同
右
第
二
条

「皇
位
ハ
皇
室
典
範
ノ
定
ム
ル
所
二
依
り
皇
男
子
孫
之

ヲ
継
承
ス
」
（同
右

一
三
頁
）
。

同
右
第

一
ｏ
条

「天
皇
ハ
行
政
各
部
ノ
官
制
及
文
武
官
ノ
俸
給
ヲ
定

メ
及
ヒ
文
武
官
ヲ
任
免
ス
但
シ
此
ノ
憲
法
又
ハ
他
ノ
法
律
二
特
例
ヲ
掲

ケ
タ
ル
モ
ノ
ハ
各
ミ
其
ノ
条
項
二
依
ル
」
（同
右

一
三
頁
）
。

同
右
第

一
三
条

「
天
皇

ハ
戦
ヲ
宣
シ
和
ヲ
講
シ
及
諸
般
ノ
条
約
ヲ
締

結
ス
」
（同
右

一
三
頁
）
。

同
右
第
七
条

「
天
皇
ハ
帝
国
議
会
ヲ
召
集
シ
其
ノ
開
会
閉
会
停
会
及

ヒ
衆
議
院
ノ
解
散
ヲ
命
ス
」
（同
右

一
三
頁
）
。

同
右
第
五

上
ハ
・
三
七

・
三
八
条

（前
引
を
参
照
）
。

同
右
第
三
条

「
天
皇

ハ
神
聖
ニ
シ
テ
侵
ス
ヘ
カ
ラ
ス
」
（同
右

一
三

頁
）
。同
右
第

一
六
条

「
天
皇

ハ
大
赦
特
赦
減
刑
及
復
権
ヲ
命
ス
」
（同

一

四
頁
）
。

同
右
第

一
五
条

「
天
皇

ハ
爵
位
勲
章
及
其
ノ
他
ノ
栄
典
ヲ
授
与
ス
」

（同
右

一
三
頁
）
。

同
右
第
五
七
条
①
Ｌ
司
法
権
ハ
天
皇
ノ
名

二
於
テ
法
律
二
依
り
裁
判

所
之
ヲ
行
フ
」
（同
右
第

一
四
頁
）
。

同
右
第

一
一
条

「
天
皇

ハ
陸
海
軍
ヲ
統
帥
ス
」
（同
右

一
三
頁
）
お

よ
び
第

一
二
条

（前
引
を
参
照
）。

同
右
第
五
七
条
①

「国
務
各
大
臣
ハ
天
皇
ヲ
輔
弼
シ
其
ノ
責

二
任
ス
」

お
よ
び
同
条
②

「凡
テ
法
律
勅
令
其
ノ
他
国
務
二
関
ス
ル
詔
勅
ハ
国
務

大
臣
ノ
副
署
ヲ
要
ス
」
（同
右

一
四
頁
）
。

立
憲
政
体
に
お
け
る
君
主
無
答
責
と
輔
弼
責
任
制
の
相
補
関
係
の
法

理

一
般
お
よ
び
帝
国
憲
法
下
で
の
そ
の
定
在
に
つ
い
て
は
、
美
濃
部
達

吉

「大
臣
責
任
論
」
（同

『憲
法
及
憲
法
史
研
究
』
有
斐
閣
書
房
、　
一

（
３４

）

（３５

）

（３６

）

（３７

）

（３８

）

（３９
）

（
４０

）

（４１

）

（
４２

）

（
４３

）

（
４

）

（
４５

）

（
４６

）

（４７

）
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九
〇
八
年
八
月
）
を
参
照
。

（４８
）

加
藤
弘
之
は

『立
憲
政
体
略
』
の
中
で
君
主
無
答
責
と
輔
弼
責
任
制

を

一
対
の
も
の
と
し
て
紹
介
し
て
い
る

（前
掲
拙
稿

「加
藤
弘
之
の
立

憲
政
体
提
議
」
を
参
照
）
。

（４９
）

憲
法
と
皇
室
典
範
を
別
個
に
制
定
す
る
に
い
た

っ
た
経
緯
に
つ
い

て
は
、
鈴
木
正
幸

『皇
室
制
度
―
―
明
治
か
ら
戦
後
ま
で
―
―
』
岩
波

新
書

・
一
九
九
三
年
七
月
、
ま
た
拙
著

『地
租
改
正
と
地
方
制
度
』
山

川
出
版
社

・
一
九
九
三
年

一
〇
月

。
第
三
編
第

二
早

「明
治

一
五
年
の

地
租
改
正
見
直
し
論
議
」
及
び
第
二
章

「明
治

一
六
年
の
土
地
所
有
権

論
議
」
を
参
照
。

（５０
）

検
地
と
度
量
衡
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
大
石
久
敬

『地
方
凡
例
録
』

上
巻

・
近
藤
出
版
社

・
一
九
六
九
年
五
月

・
六
五
～
八
五
頁
を
参
照
。

ま
た
、
幕
府
の
升
秤
統
制
に
つ
い
て
は
、
高
柳
真
三

・
石
井
良
助
編

『御
触
書
寛
保
集
成
』
岩
波
書
店

。
一
九
三
四
年

一
一
月

。
九
五
九
～

九
六
四
頁
、
ま
た
林
英
夫

『秤
座
』
吉
川
弘
文
館

・
一
九
七
三
年
二
月

を
参
照
。

（５１
）

国
民
の
権
利
と
義
務
に
関
す
る
規
定
が
立
憲
政
体
に
お
け
る
憲
法
の

不
可
欠
の
構
成
契
機
を
な
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
福
沢
諭
吉
が
刊
本

『西
洋
事
情
』
初
編
で
先
駆
的
な
紹
介
を
行
い

（前
掲
拙
稿

「幕
末
政

（
５２

）
治
と
福
沢
諭
吉
」
を
参
照
）
、
加
藤
弘
之
が

『立
憲
政
体
略
』
で
体
系

的
に
論
じ
て
い
る

（前
掲
拙
稿

「加
藤
弘
之
の
立
憲
政
体
提
議
」
を
参

照
）
。
不
服
者
の
国
外
追
放
を
揚
言
し
て
改
租
事
業
を
強
行
し
た
事
例
は
各

地
に
み
ら
れ
る
が
、
明
治
九

（
一
八
七
六
）
年
の
和
歌
山
県
で
の
事
例

は
前
掲
拙
著

『地
租
改
正
と
地
方
制
度
』

一
五
七
頁
を
参
照
。

『大
久
保
利
通
文
書
』
五
、　
一
人
三
～

一
人
五
頁
を
参
照
。

同
右

一
八
八
～

一
八
九
頁
を
参
照
。

福
沢
諭
吉
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿

「幕
末
政
治
と
福
沢
諭
吉
」
、
加

藤
弘
之
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿

「加
藤
弘
之
の
立
憲
政
体
提
議
」
を
参

照
。

（５６
）

大
久
保
意
見
書
の

「国
憲
」
大
綱
に
民
撰
議
院
が
含
ま
れ
て
い
な
い

点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
稲
田
正
次
が
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る

（『明
治
憲
法
成
立
史
』
上
巻
、
有
斐
閣
、　
一
九
六
ｏ
年
五
月
、
二

一
二

頁
）
。
議
政
院
は
そ
の
構
成
か
ら
い
っ
て
上
院
で
あ
り
そ
の
権
限
は
概
し
て

広
汎
で
あ
る
。
し
か
し
法
律
の
発
案
権
な
ど
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
の
意
見
書
で
は
下
院
に
比
す
べ
き
機
関
の
設
置
は
全
く
考
え
れ
て

い
な
い
。

右
の
う
ち
、
「議
政
院
」
が
法
律
の
発
議
権
を
付
与
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
か
ど
う
か
は
、　
一
考
を
要
す
る
。
た
し
か
に
、
前
引
の
如
く
、

「議
事
ノ
綱
領
」
の
第
四
条
に
は

「諸
法
律
ノ
稿
正
院

二
成
ル
者
ヲ
議

定
ス
ル
事
」
（『大
久
保
利
通
文
書
』
五
、
二
〇
二
頁
）
と
あ
り
、
こ
の

条
項
だ
け
を
み
れ
ば
、
法
律
案
の
審
議
権
は
正
院
提
出
の
も
の
の
み
に

限
定
さ
れ
る
か
に
み
え
る
。
し
か
し
、
第
三
条
で
は

「新
タ
ニ
諸
租
税

ヲ
賦
ス
ル
規
則
」
、
第
五
条
で
は

「諸
会
社

一
般
ノ
条
例
定
規
」
の
審

議
権
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
そ
れ
ら
の
議
案
が
正
院
か
ら

提
出
さ
れ
る
こ
と
は
明
文
化
さ
れ
て
い
な
い
が

（同
右
二
ｏ
二
～
二
〇

三
頁
を
参
照
）
、
こ
れ
を
ど
う
み
る
か
。
ま
た
、
「天
皇
陛
下
ノ
権
」
の

一
「政
」
脱
力
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

第
八
条
に
は

「法
律
ノ
選
定
ヲ
議
院
二
下
ス
」
（同
右

一
九
九
頁
）
と

あ
り
、
こ
れ
を
先
の
第
四
条
の
対
偶
条
項
と
の
み
考
え
て
よ
い
か
ど
う

か
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
前
述
の
如

く
、
大
久
保
は
大
政
官
職
制
の
改
正
案
で
左
院
の
立
法
発
議
権
を
認
め

て
お
り
、
立
法
機
関
と
し
て
は
よ
り
す
す
ん
だ
形
態
の
も
の
で
あ
る
は

ず
の

「議
政
院
」
に
そ
れ
を
認
め
な
い
と
い
う
の
は
、
首
肯
す
る
に
躊

躇
す
る
想
定
で
あ
る
。
も

っ
と
も
、
選
挙
制
の
華
族
議
員
の
存
在
に
対

す
る
防
禦
措
置
と
し
て
、
そ
う
な

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
右
の
よ
う
な
稲
田
の
断
定
に
、
に
わ
か
に
は
組
み

し
難
い
の
で
あ
る
。

（５７
）

鳥
海
靖
は
、
大
久
保
意
見
書
に
お
け
る
立
憲
政
体
構
想
を
、
木
戸
の

そ
れ
と
同
様
視
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
は
と
も
に

「議
会
制
度
の
樹
立
」

（
５３

）

（
Ｍ

）

（
５５

）
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（
５８

）

（
５９

）

（
６０

）

（
６１

） を

「人
民
の
開
化
」
に
応
じ
て
は
か
ろ
う
と
す
る

「漸
進
主
義
」
だ
、

と
評
し
て
い
る

（『
日
本
近
代
史
講
義
―

‐明
治
立
憲
制
の
形
成
と
そ

の
理
念
』
東
京
大
学
出
版
会
、　
一
九
八
八
年
六
月
、
五
〇
～
五
四
頁
を

参
照
）
。
し
か
し
、
木
戸
構
想
と
の
同
様
視
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
大

久
保
構
想
に
お
け
る

「議
会
制
度
」
と

「漸
進
主
義
」
の
内
容
吟
味
は

か
な
ら
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『大
久
保
利
通
文
書
』
五
、　
一
人
九
～

一
九
〇
頁
を
参
照
。

遠
山
茂
樹
は
、
こ
の
大
久
保
意
見
書
を
こ
う
評
し
て
い
る

（「大
久

保
利
通
」
〔
『遠
山
茂
樹
著
作
集
』
第
二
巻

「維
新
変
革
の
諸
相
」
、
岩

波
書
店
、
一
九
九
二
年
五
月
、
初
出
は

一
九
六
四
年
三
月
〕
三
四
八
頁
）。

こ
う
し
た
考
え
は
、
要
す
る
に
絶
対
主
義
の
創
成
期
に
見
る
、
啓
蒙

専
制
政
治
家
の
信
念
の
論
理
的
表
明
で
あ
る
。
そ
の
漸
進
主
義
は
、

急
進
主
義
に
対
抗
す
る
た
め
の
保
守
主
義
の
ご
ま
か
し
で
も
な
く
、

一
時
的
妥
協
で
も
な
い
。
む
し
ろ
下
か
ら
の
革
命
の
動
き
を
先
取
り

し
、
歴
史
を
推
進
指
導
す
る
者
と
し
て
の
自
信
の
反
映
で
あ
る
。
こ

の
意
見
書
が
、
板
垣
ら
の
民
運^
訂
院
設

（
立
礎
珀
に
先
ん
じ
た
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
に
付
載
さ
れ
た

「
天
皇
陛
下
の
権
」
の
内
容
が
、
十
数

年
後
の
明
治
憲
法
の
骨
幣
を
す
で
に
提
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の

証
拠
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
自
由
民
権
運
動
が
ま
だ
起
ら
ず
、

あ
る
い
は
本
格
的
な
政
治
勢
力
と
な
ら
ぬ
段
階
で
は
じ
め
て
こ
の
姿

勢
は
可
能
で
あ

っ
た
。

か
か
る
歴
史
的
評
価
な
い
し
位
置
づ
け
は
、
自
由
民
権
運
動
が
生
起

し
た
こ
と
を
前
提
に
し
て
の
み
可
能
な
も
の
で
あ
る
。
歴
史
的
事
象
に

対
す
る
、
こ
の
種
の
遡
及
的
価
値
判
断
は
、
遡
及
起
点
に
対
す
る
価
値

評
価
の
変
動
に
よ
っ
て
、
判
断
内
容
の
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
論
理

的
必
然
性
を
も
つ
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

『自
由
党
史
』
岩
波
文
庫
、
上

。
一
九
五
七
年
二
月
、
中

。
一
九
五

八
年
六
月
、
下

・
一
九
五
八
年

一
二
月

（初
版
は

一
九

一
〇
年
三
月
）

を
参
照
。

・

拙
稿

「
明
治
六
年
政
変
後
の
政
体
取
調
」
（『京
浜
歴
科
研
年
報
』

第

一
三
号
、　
一
九
九
九
年

一
月
）
を
参
照
。

＼
一
九
九
八
年
七
月
二
〇
日
成
稿
ノ

／
一
九
九
九
年
七
月

一
四
日
改
稿
ヽ
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